「幼児教育ハンドブック」についてのアンケート
＜活動のご経験＞

最初に、これまでにあなたが国際教育協力の分野で活動されてきたご経験についてお聞かせください。

	1
	国名および地域
	


	
	活　動　期　間
	     

	
	活動中のご所属および役職
	

	
	活 動 の 内 容
	

	2
	国名および地域
	


	
	活　動　期　間
	     

	
	活動中のご所属および役職
	

	
	活 動 の 内 容
	

	3
	国名および地域
	


	
	活　動　期　間
	     

	
	活動中のご所属および役職
	

	
	活 動 の 内 容
	

	4
	国名および地域
	


	
	活　動　期　間
	     

	
	活動中のご所属および役職
	

	
	活 動 の 内 容
	

	5
	国名および地域
	


	
	活　動　期　間
	     

	
	活動中のご所属および役職
	

	
	活 動 の 内 容
	


＜免許・資格＞

「幼稚園教諭」、「保育士」の資格について、当てはまるものに〇をお付けください。

(　)　幼稚園教諭免許を持っている

(　)　保育士資格を持っている

(　)　現在は持っていないが、将来的には取る予定である

(　)　資格を取る予定は特にない

幼稚園教諭、保育士として、日本における経験年数をお聞かせください。

  幼稚園教諭（私立：　　　年間／公立：　　　年間）
  保育士    （私立：　　　年間／公立：　　　年間）

以下のアンケートでは、あなたが実際に活動されてきた国や地域を想定してお答えください。複数の国での活動経験がある方で、各項目の回答において国による違いがある場合には、自由記述欄にその旨をご記入ください。

＜質問項目＞　　
· このハンドブックに対する、あなたのご感想をお聞かせください。

回答例：
	
	非常に

当てはまる
	少し

当てはまる
	どちらでもない
	あまり

当てはまらない
	全く

当てはまらない

	日本の幼児教育をよく表している
	
	○
	
	
	


· このハンドブックに対する、あなたのご感想をお聞かせください。
	
	非常に

当てはまる
	少し

当てはまる
	どちらでもない
	あまり

当てはまらない
	全く

当てはまらない

	①日本の幼児教育制度や理論について新たな知識を得ることができた
	
	
	
	
	

	②日本の幼児教育制度や理論について、書いてある内容は知っていることが多かった
	
	
	
	
	

	③子どもの発達に関する理解が深まった
	
	
	
	
	

	④今まで取り組んできた活動に対する教育的意義が分かった
	
	
	
	
	

	⑤実際に活動を行う際のヒントが得られた
	
	
	
	
	

	⑥写真が多く、活動の様子が分かりやすい
	
	
	
	
	

	⑦すでにこれと同様の本を活用している
	
	
	
	
	

	⑧日本の幼児教育実践を紹介する際に役立つ
	
	
	
	
	

	⑨今後の自分の活動に、このハンドブックを活用したい
	
	
	
	
	

	⑩このハンドブックの内容は、自分の活動する国の現状とかけはなれている
	
	
	
	
	

	⑪内容が難しかった
	
	
	
	
	

	⑫もっと写真やイラストの枚数を増やしてほしい
	
	
	
	
	

	⑬ビデオ映像があるともっと分かりやすいと思う
	
	
	
	
	

	⑭本ハンドブックの電子データ（CD-ROMなど）があるとよい
	
	
	
	
	


上記項目に関連して何かございましたら、下記自由記述欄にご記入ください。

· 幼児教育に関する活動を行う際の、本ハンドブックの活用の可能性について、どのようにお考えでしょうか。なお、現地の方が使用する場合は、現地語に翻訳してあることを想定してお答えください。
	
	非常に

そう思う
	少し

そう思う
	どちらでもない
	あまり

そう思わない
	全く

そう思わない

	 ①現地の教員研修での教科書として使用できる
	
	
	
	
	

	 ②現地の教員研修での参考資料として使用できる  
	
	
	
	
	

	③日本の幼児教育を紹介するときの一例として使用できる
	
	
	
	
	

	④途上国現地に派遣される前に、日本人向けに行う事前研修のテキストあるいは参考資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑤自分自身の活動を振り返ったり、今後のステップアップのための参考資料として（実践に役立てるヒントとして）使用できる
	
	
	
	
	

	⑥行政関係者に、幼児教育を理解してもらうための資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑦指導者層（養成校の講師など）に、幼児教育を理解してもらうための資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑧教員養成校の学生に、幼児教育を理解してもらうための資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑨幼稚園教諭に、幼児教育を理解してもらうための資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑩現地の保護者に、幼児教育を理解してもらうための資料として使用できる
	
	
	
	
	

	⑪現地で幼児教育の体制がまだ整っていないため、使用するのは難しい
	
	
	
	
	


上記項目に関連して何かございましたら、下記自由記述欄にご記入ください。


· 本ハンドブックを現地で活用することを想定してください。

本ハンドブックは、下記に示す＜目次一覧＞のような構成になっています。
各対象者別（①～⑤）に、活用できると思う項目に○、活用できないと思う項目に×をお付けください（いくつでも結構です）。
	＜目次一覧＞
	① 行政関係者
	② 指導者層
（教員養成校の講師）
	③ 教員養成校の学生
	④ 幼稚園教師・保育士
	⑤ 保護者

	第1部　幼児教育の考え方

1 日本の幼児教育の枠組みと仕組み
	
	
	
	
	

	2 保育において子どもの発達を促す
	
	
	
	
	

	3 幼児教育の実践事例にみる指導の仕方

  ― 紙ひこうき・紙鉄砲・ビー玉ころがし・なわとび ―
	
	
	
	
	

	  4 乳幼児の発達の概要
	
	
	
	
	

	第2部　幼児教育の実践

  1 保育の原理を実践につなげる手がかり
	
	
	
	
	

	2  カリキュラムづくりの概要
	
	
	
	
	

	3  年間指導計画・月案・週案・日案の作り方
	
	
	
	
	

	  4  幼稚園の１日
	
	
	
	
	

	5  保育内容
	
	
	
	
	

	6  園の環境の構成
	
	
	
	
	

	7  教材づくり
	
	
	
	
	

	8  保護者との連携

― 幼児教育の理解と協力に向けて ―
	
	
	
	
	

	9  教師自らによる保育の改善の方法
	
	
	
	
	

	第3部　途上国で幼児教育支援を行うために
	
	
	
	
	


上記項目に関連して何かございましたら、下記自由記述欄にご記入ください。

●このハンドブックの章や項目に、修正や加えてほしい内容がありますか？

1. ない

2. ある

「2. ある」と回答された方　→　具体的にどのようにすればよいとお考えですか？
	
	非常に

そう思う
	少し

そう思う
	どちらでもない
	あまり

そう思わない
	全く

そう思わない

	①内容が専門的すぎて理解できないので、もう少し分かりやすく記述してほしい
	
	
	
	
	

	②内容が易しすぎるので、もう少し専門的な内容をふやしてほしい
	
	
	
	
	

	①文化や習慣が異なるため、現地の人に理解されない箇所がある。その部分を現地向けに書き直せば使用できる
	
	
	
	
	

	②このハンドブックには掲載されていないが、現地で必要なことを新たに加筆すれば使用できる
	
	
	
	
	


上記項目に関連して何かございましたら、下記自由記述欄にご記入ください。

●お茶の水女子大学子ども発達教育研究センターの「拠点システム構築事業」（http://www.kodomo.ocha.ac.jp/~eccd/参照）に、どのようなことを期待されますか？

	
	非常に

そう思う
	少し

そう思う
	どちらでもない
	あまり

そう思わない
	全く

そう思わない

	①国内外の幼児教育分野における国際協力に関するネットワーク形成（国際機関、政府機関、大学、NGOなど）
	
	
	
	
	

	②共同研究・調査
	
	
	
	
	

	③現地の活動に関する事前・事後調査の実施
	
	
	
	
	

	④現地の人を大学に受け入れて、見学や研修の機会を設ける
	
	
	
	
	

	⑤専門家の派遣
	
	
	
	
	

	⑥情報の集約化と発信・普及（ホームページなど）
	
	
	
	
	

	⑦シンポジウム・ワークショップの開催
	
	
	
	
	

	⑧幼児教育分野に関する国内の窓口・拠点
	
	
	
	
	

	⑨ツール（ハンドブックやビデオ資料など）の提供
	
	
	
	
	

	⑩途上国政府や大学への仲介役
	
	
	
	
	

	⑪幼児教育の理論（知識）の提供
	
	
	
	
	

	⑫国際協力における、幼児教育分野の重要性を政府に提言する
	
	
	
	
	


上記項目に関連して何かございましたら、下記自由記述欄にご記入ください。


· その他、ご意見・ご感想等、ご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。
＊追加でハンドブックをご希望の方は、下記「お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター」までお問い合わせください。
＊本ハンドブックを用いた研修等を行われる際は、当センターまでご連絡いただければ幸いです。

＊現地語版を作成されることは自由ですが、必ず事前に当センターまでご連絡ください。
また、著作権は当センターにありますので、その旨を明記してください。

どうぞよろしくお願いいたします。


お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター（担当：清水）


〒112-8610　文京区大塚2-1-1�TEL：03-5978-2689     FAX：03-5978-5917 �E-mail ：handbook@kodomo.ocha.ac.jp
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